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Ⅰ　はじめに
　2012 年，高等学校の運動部活動指導者からの体罰を苦に選
手が自死した事件を受けて，スポーツ庁（2013）は，「運動部
活動での指導のガイドライン」の作成や体罰の実態調査など，
体罰等のパワーハラスメント根絶に向けた取り組みを開始し
た。しかしながら，2020 年にも大学のラグビー部において
ヘッドコーチの度重なる暴力が発覚した（日本経済新聞，
2020）。このことから，体罰等のパワーハラスメント根絶に向
けた取り組みが進められている現在に至っても，指導者から
選手に対するパワーハラスメントは根絶されていないことが
明らかとなった。
　運動部活動におけるパワーハラスメントは，職場のパワー
ハラスメントの定義を参照し「同じ組織（競技団体，チーム
等）で競技活動をする者に対して，職務上の地位や人間関係
などの組織内の優位性を背景に，指導の適正な範囲を超えて，
精神的若しくは身体的な苦痛を与え，又はその競技活動の環
境を悪化させる行為・言動等をいう」と定義づけられている

（文部科学省，2014）。この定義に含まれている「身体的な苦
痛」は，運動部活動場面において発生し得る体罰が該当する
と考えられる。山本ほか（2010）によると，体罰を受けた選
手の中には「殴られて怖いと思った」「叩かれて自分が悪いと
思った」など，選手によって様々な感じ方があることが示さ
れている。
　パワーハラスメントが含まれると考えられるハラスメント
自体は「優越した地位や立場を利用した嫌がらせ」と意味づ

けられている（広辞苑，2018）。しかし，選手がパワーハラス
メントを行使した指導者に対して覚える感情は，この「嫌が
らせ」を投影する嫌悪感にのみ集約できるのだろうか。実際
の運動部活動場面において，選手は指導者からパワーハラス
メントを受けた際，指導者に対しどのような感情を抱くのだ
ろうか。
　このことが明らかになることにより，指導者との信頼関係
や競技の好結果といったパワーハラスメントの評価を歪め得
る要因の影響力を取り除いて，選手の指導者に対する素直な
感じ方を把握できると考えられる。さらに，パワーハラスメ
ントによって覚え得る選手の感情を精査し，指導者の理解が
十分に行き届いていない選手の本来の姿を知ることは，指導
者が自らのコーチング実践を省察し，運動部活動からパワー
ハラスメントを根絶するための一助を得ることになると考え
られる。
　そこで本研究は，スポーツ場面における指導者からのパワー
ハラスメントに対して，選手がどのように感じるかを明らか
にすることを目的とした。

Ⅱ　方法
1．調査対象者と調査時期
　調査対象者は，大学の競技志向の運動部に所属する 188 名
であった。調査時期は，2020 年 7 月であった。
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2．調査方法
　調査は，予め担当教員に許可を得た上で，スポーツ科学を
学習する講義科目の学期末に，当該科目の履修者を対象に調
査の趣旨と時期を案内して参加を集い，参加に同意した者に
対してのみ自由記述式の質問紙調査を実施した。なお，本調
査は法政大学経済学部研究倫理審査委員会において審査を受
け，研究実施の承認を得たうえで実施した。

3．調査内容
　パワーハラスメントを経験した有無にかかわらず，運動部
活動場面において，指導者からパワーハラスメントを受けた
とき，指導者に対してどのように感じると思うかについて，
自由記述式で回答を求めた。

4．分析方法
　収集された対象者の回答一つひとつを１カードにし，それ
らを KJ 法（川喜田，1997）によるグループ編成方法に従って
カテゴリー化した。作業は，選手がパワーハラスメントを受
けた際，指導者に対してどのような感情を抱くかを探索する
ことを目的として，スポーツ心理学を専攻する研究者 2 名と，
スポーツ心理学・コーチング学を専攻する大学教員 1 名で進
めた。
　作業工程は，(1) 自由記述の回答の中から，カードとなるも
のを抜粋した。(2) 全ラベルを俯瞰し，内容に親近性のある
カード同士をグループ化し，小カテゴリー（「　」で表記）を
作成した。(3) 小カテゴリー内のカードを読み返し，それらを
集約した表現を検討して中カテゴリー（『　』で表記）を作成
した。(4) さらに親近性のある中カテゴリー同士を束ねて大カ
テゴリーを作成した。グループ編成に問題が生じぬよう作業
者間で点検しながら分析を行うことで妥当性を確保した。な
お，内容が曖昧または意味を理解することができなかった回
答は，分析の過程で除外し，集約が困難と思われたカードは，
無理に他のカードと集約せず，そのまま独立して扱った。

Ⅲ　結果
　収集された対象者の回答から，全部で 359 のカードを得た。
それらをカテゴリー化した結果，パワーハラスメントを行使
した指導者に対する選手の感情は，失望感，拒否感，反抗心，
恐怖心，嫌悪感，我慢，支配感，信頼感を示す計 8 の大カテ
ゴリーに分類することができた（表 1）。
　はじめに，失望感を示す中カテゴリーは『信じることがで
きない』『不信になる』『蔑む』などを含む 8 カテゴリーであっ
た。次に，拒否感を示す中カテゴリーは『指導を受け入れら
れない』『指導者として受け入れられない』『人として受け入
れられない』の 3 カテゴリーであった。次に，反抗心を示す
中カテゴリーは『怒りを覚える』『反抗したい』『不満を持つ』
などを含む 5 カテゴリーであった。次に，恐怖心を示す中カ
テゴリーは『恐怖を覚える』の 1 カテゴリーであった。次に，
嫌悪感を示す中カテゴリーは『嫌悪する』『不快感を覚える』

の 2 カテゴリーであった。次に，我慢を示す中カテゴリーは
『我慢する』『見返したい』『悔しい』などを含む 4 カテゴリー
であった。次に，支配感を示す中カテゴリーは『支配されて
いる』の 1 カテゴリーであった。さいごに，信頼感を示す中
カテゴリーは『肯定する』『感謝する』の 2 カテゴリーであっ
た。

Ⅳ　考察
　本研究では，運動部活動場面において，指導者からパワー
ハラスメント行為を受けた際，選手は指導者に対してどのよ
うに感じるのかを精査することが目的であった。調査の結果，
選手は指導者に対して失望感を最も抱きやすいことが明らか
になった。とくに，「信じることができない」「不信になる」
という，指導者に対して抱いていた信頼が喪失するような意
見が多く確認された。しかしながら，「肯定する」「感謝する」
という，パワーハラスメント行為を受けることが指導者への
信頼感に繋がるという意見も，少なからず確認された。
　「運動部活動の指導のガイドライン」において，運動部活動
の効果的な指導に向けて大切なことの一つに「指導者と生徒
の信頼関係づくり」が挙げられ，「信頼関係があれば指導に当
たって体罰等を行っても許されるはずとの認識は誤りであり，
決して許されません」と明記されている（文部科学省，
2013）。それにもかかわらず，山本ほか（2010）が大学生を対
象に体罰肯定意見に関して調査したところ，「信頼関係があれ
ばよい」という意見が存在したことを明らかにしている。こ
のように選手の指導者に対する信頼感が，選手の指導者から
のパワーハラスメントに対する認知を歪めている可能性がある。
　本研究においてパワーハラスメント行為を行った指導者に
対しても，選手は信頼感を抱くことが確認されたことから，
選手によっては指導者への信頼感によって，指導者のパワー
ハラスメント行為に対して誤った認識をしてしまう恐れがあ
ると示唆される。すなわち，選手が指導者のパワーハラスメ
ントに対して，それを正しくパワーハラスメントとして認識
することを阻害し得る指導者への信頼感は「依存」にも近い，
本来指導者と選手の間に築かれるべき信頼関係とは異質のも
のである可能性がある。しかし，指導者に対して信頼感を覚
える選手よりも，「信じることができない」「不信になる」と
いう選手が多数存在していたことから，指導者のパワーハラ
スメント行為は，選手が指導者との信頼関係を崩したり，指
導者への信頼感を失ったりすることにつながると考えられる。
　また，中にはパワーハラスメント行為を受けることで，指
導者に対して反抗心を抱く選手がいることも明らかになり，
とくに「怒りを覚える」「反抗したい」という意見が多数あっ
た。部活動は「生徒の自主的，自発的に行われる部活動」と
学習指導要領 ( 文部科学省，2016，2017) に示されており，本
来指導者は選手の自主性を尊重すべきである。しかしながら
冒頭でも述べたように，「生徒の自主性，自発的な運動部活動」
が実施されていないと考えられる，体罰などのパワーハラス
メントを行使するような指導が現在に至っても存在している。
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表 1　指導者からのパワーハラスメント行為による選手の感情カテゴリー

 1 

表 1．指導者からのパワーハラスメント⾏為による選⼿の感情カテゴリー 
大カテゴリー 中カテゴリー 小カテゴリー 

失望感（143） 信じることができない（66） 信頼できない（45） 
  信用できない（18） 
  尊敬できない（3） 
 不信になる（33） 疑問を抱く（16） 
  不信感を抱く（12） 
  違和感を覚える（5） 
 蔑む（19） 軽蔑する（9） 
  かわいそうに思う（5） 
  呆れる（3） 
  幻滅する（2） 
 失望する（6） 失望する（6） 
 悲しむ（6） 悲しむ（6） 
 不安を覚える（6） 不安を覚える（6） 
 残念に思う（3） 残念に思う（3） 
 その他（3） その他（3） 

拒否感（66） 指導を受け入れられない（30） 指導を受けたくない（16） 
  ついていきたくない（9） 
  指導を見直してほしい（5） 
 指導者として受け入れられない（22） 指導する資格がない（14） 
  指導者を辞めてほしい（5） 
  指導者を変えてほしい（3） 
 人として受け入れられない（14） 人として受け入れられない（14） 

反抗心（38） 怒りを覚える（15） 怒りを覚える（15） 
 反抗したい（13） 反抗したい（8） 
  受け入れられない（5） 
 不満を持つ（4） 不満を持つ（4） 
 理不尽に思う（3） 理不尽に思う（3） 
 憎む（3） 憎む（3） 

恐怖心（31） 恐怖を覚える（31） 恐怖を覚える（31） 

嫌悪感（26） 嫌悪する（18） 嫌悪する（13） 
  嫌いになる（5） 
 不快感を覚える（8） 不快感を覚える（8） 

我慢（21） 我慢する（11） 従わなければならない（7） 
  仕方ない（4） 
 見返したい（7） 見返したい（7） 
 悔しい（2） 悔しい（2） 
 慣れてしまう 慣れてしまう 

支配感（21） 支配されている（21） 支配されている（14） 
  成長が妨げられる（7） 

信頼感（14） 肯定する（7） 肯定する（7） 
 感謝する（7） 感謝する（7） 
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このようにパワーハラスメントが問題視されるようになった
近年では，選手が指導者に対し疑念を抱き，理不尽さを感じ
ることにより，怒りという感情を喚起することにつながって
いるのではないかと考えられる。
　指導者のパワーハラスメント行為に対して我慢するという
意見も確認できた。このような意見は，批判的には捉えるも
のの「従わなければならない」「仕方ない」と諦めてしまうよ
うな状態である。本研究においては，運動部活動において指
導者からパワーハラスメントを受けたとき，指導者に対して
どのように感じると思うかを大学生に対して尋ねたが，中学
生や高校生の時代を想起した者も存在したと考えられる。そ
のため，過去に遭遇した優位な立場かつ体格の勝る指導者に
対して，当時覚えた恐怖のような感情が生まれた可能性があ
る。運動部活動においては，指導者と選手の関係が主従関係
になるケースも多い。これは指導者が学校生活においては教
員であるケースが多く，選手は生徒という立場であるため，
生徒と教員という関係が運動部活動においても継続されてい
るのではないかと考えられる。

Ⅴ　まとめ
　本研究では，選手がパワーハラスメント行為を行った指導
者に対して，否定的感情である失望感や拒否感，反抗心を示
す傾向が強いことが明らかになった。このことから，指導者
のパワーハラスメントと疑われる行為に対し，選手が『信じ
ることができない』『不信になる』『指導を受け入れられない』
などの感情を抱いた際には，その指導者の行為がパワーハラ
スメントに該当する可能性があることが示唆された。一方で，
選手はパワーハラスメント行為をした指導者に対しても信頼
感を抱き，『肯定する』『感謝する』といった肯定的感情を示
す者も一部存在しており，指導者への信頼感が選手の指導者
が行使するパワーハラスメントに対する認知を歪ませる可能
性があることも示唆された。
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